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奨
学
金
事
業
に
関
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る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
教
育
分
野
で
の
公
的
支
出
割
合
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
比
べ
て
低
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
家
計
に
お
け
る
教
育
費

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
高
等
教
育
に
対
す
る
公
的
支
出
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
で
最
下
位
で
あ
る
。
現
在
大
学

進
学
率
は
五
十
％
を
超
え
て
お
り
、
高
卒
者
の
就
職
難
か
ら
今
後
一
層
進
学
率
が
上
昇
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
や
、
国

立
大
学
で
さ
え
授
業
料
だ
け
で
年
間
百
万
円
を
超
え
、
私
立
大
学
で
は
生
活
費
を
除
い
て
も
四
年
間
で
一
千
万
円
を
超
え
る
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
現
在
、
日
本
で
設
け
ら
れ
て
い
る
公
的
な
奨
学
金
事
業
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に

よ
る
貸
与
型
の
奨
学
金
の
み
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
有
利
子
の
奨
学
金
で
あ
る
。
一
方
諸
外
国
で
は
、
公
的
な
奨
学
金
の
中
に

も
給
付
型
の
も
の
や
無
利
子
の
も
の
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
「
奨
学
金
制
度
改
革
」
と
し
て
具
体
策
に
「
希
望
者
全
員
が
受
け
ら
れ
る
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
。
」
と
掲
げ
、
公
立
高
校
の
実
質
無
償
化
お
よ
び
私
立
高
校
生
へ
の
助
成
と
併
せ
て
約
九
千
億
円
の
所
要
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

�

政
府
は
、
麻
生
政
権
で
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
「
奨
学
金
制
度
の
充
実
」
五
億
七
千
万
円

を
見
直
し
の
対
象
と
し
て
、
第
二
次
補
正
予
算
で
は
五
億
六
百
六
十
万
円
を
減
額
し
た
。
こ
の
措
置
は
「
家
庭
の
状
況
に

一



か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
意
志
あ
る
高
校
生
・
大
学
生
が
安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
社
会
を
つ
く
る
。
」
と
い
う
政
策

目
標
と
矛
盾
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
お
よ
び
第
一
次
補
正
予
算
の
措
置
を
見
直
し
た
理
由
を
明
確
に
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

�

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
で
は
、
奨
学
金
事
業
に
か
か
る
予
算
は
前
年
度
と
同
額
の
千
三
百
九
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
（
仮
称
）
三
千
九
百
三
十
三
億
円
と
合
わ
せ
て
も
約
五
千
二
百
億
円
で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
た
九
千
億
円
か
ら
比
べ
る
と
大
幅
に
後
退
し
て
い
る
。
今
後
、
補
正
予
算
に
お
い
て
、
奨
学
金
の
量
的
充
実
を
図
る
考

え
は
あ
る
か
明
示
さ
れ
た
い
。

二

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
で
は
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て
、
「
無
利
子
奨
学
金
に
お
い
て
は
、
返
還
金
の
増
の
範
囲
内
で
貸

与
人
員
を
増
加
（
三
十
四
�
四
万
人→

三
十
四
�
九
万
人
）
。
新
た
に
、
奨
学
金
の
支
給
開
始
時
期
を
七
月
か
ら
四
月
に
早

期
化
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

�

こ
の
増
加
幅
は
約
一
�
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
「
希
望
者
全
員
が
受
け
ら
れ
る
奨
学
金
制
度
」
に
は
程
遠
い
。
今

後
の
貸
与
人
員
の
増
加
に
つ
い
て
、
工
程
を
明
確
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

昨
今
の
経
済
状
況
に
鑑
み
、
今
後
、
給
付
型
の
奨
学
金
の
導
入
を
図
り
、
充
実
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
具
体

二



的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
明
示
さ
れ
た
い
。

三

貸
与
型
の
奨
学
金
の
返
済
延
滞
が
増
加
し
て
い
る
。

�

今
年
か
ら
回
収
が
強
化
さ
れ
る
が
、
経
済
的
に
返
済
が
困
難
な
者
に
対
す
る
措
置
は
と
ら
れ
る
の
か
。

�

回
収
強
化
と
並
ん
で
、
大
学
卒
業
後
の
低
所
得
や
無
業
・
失
業
と
い
っ
た
不
安
定
な
雇
用
の
問
題
も
含
め
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
等
で
一
体
的
に
検
討
す
る
場
は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


